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ま
え
が
き

小
学
校
の
頃
（1940

）、
杉
並
久
我
山
の
近
く
に
流
れ
る
玉
川
上
水
を
、「
ひ
と
く
い
川
」
と
よ
び
、
こ

の
周
辺
で
遊
ん
で
は
い
け
な
い
と
教
え
ら
れ
た
。
上
水
は
悠
々
と
静
か
に
流
れ
て
い
た
が
、
人
が
落
ち
れ

ば
、
な
ぜ
か
、
容
易
に
浮
か
び
上
が
れ
な
い
と
い
う
。
こ
の
魔
力
に
誘
わ
れ
て
か
、
よ
く
こ
の
辺
を
歩
い

た
も
の
だ
。
新
宿
淀
橋
浄
水
場
が
廃
止
さ
れ
て
玉
川
上
水
路
は
不
要
に
な
り
、
現
在
は
少
量
の
管
理
用
水

が
流
れ
て
い
る
小
川
に
な
っ
た
。
家
も
密
集
し
当
時
の
寂
し
い
面
影
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
魅

力
あ
る
と
こ
ろ
だ
。

こ
の
「
ひ
と
く
い
川
」
の
話
し
は
、
現
在
の
玉
川
上
水
を
歩
き
、
当
時
を
思
い
出
し
な
が
ら
書
い
た
も

の
で
あ
る
が
、
ご
批
判
、
ご
感
想
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

読
ま
れ
る
時
に
『
東
京
都
地
図
』
を
用
意
さ
れ
る
と
役
に
立
つ
。

な
お
、
こ
の
内
容
は
山
崎
農
研
現
地
研
修
会
（2016.10.29.

）
で
の
講
演
で
あ
り
、
農
研
所
報
『
耕140

号
（
２
０
１
７
）』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

◇

１
．

は
じ
め
に

江
戸
時
代
の
関
東
平
野
の
台
地
の
上
水
・
用
水
は
多
摩
川
か
ら
の
玉
川
上
水
に
始
ま
る
。
玉
川
上
水

お
よ
び
、
そ
こ
か
ら
の
分
水
路
は
武
蔵
野
台
地
の
農
業
や
文
化
を
発
展
さ
せ
、
我
が
国
の
近
代
化
に
も
大

き
く
貢
献
し
て
き
た
。
新
宿
淀
橋
浄
水
場
（
今
の
西
新
宿
）
が
廃
止
さ
れ
て
（
１
９
６
５
年
）
、
現
在
は
上

水
機
能
は
無
い
が
、
文
化
的
遺
構
と
し
て
の
価
値
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
な
か
で
も
玉
川
上
水
の
技
術
の

核
心
部
分
は
三
鷹
、
井
の
頭
、
久
我
山
に
見
ら
れ
る
俗
称
「
ひ
と
く
い
川
」
に
集
約
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

多
摩
川
か
ら
の
数
々
の
潅
漑
施
設
、
遺
跡
な
ど
を
訪
れ
た
後
に
玉
川
上
水
を
見
る
と
、
取
水
方
式
が
他
と

違
っ
て
い
る
事
に
気
づ
く
。

多
摩
川
か
ら
の
利
水
の
記
録
、
上
水
・
用
水
に
関
す
る
資
料
は
多
く
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
玉
川
上
水
の
計
画
・
設
計
・
施
工
技
術
に
関
す
る
記
録
は
ほ
と
ん
ど
無
い
と
言
え
る
。
都
市
の
近
代
化

が
進
み
、
そ
れ
ら
の
遺
跡
す
ら
も
消
滅
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
玉
川
上
水
の
在
り
し
日
の
苦
難
と
栄
光
を
一

瞥
し
、
こ
の
上
水
に
秘
め
ら
れ
た
文
化
的
遺
産
を
新
し
い
地
域
文
化
の
発
展
に
役
立
て
る
こ
と
が
出
来
る

か
を
問
い
た
い
と
思
う
。

２
．
武
蔵
野
台
地
の
利
水
の
特
徴

玉
川
上
水
は
、
幕
府
の
命
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
と
は
言
え
、
武
蔵
野
台
地
に
短
期
間
で
一
挙
に
実

現
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
完
成
に
至
る
ま
で
に
多
く
の
先
達
の
失
敗
や
教
訓
を
学
び
つ
つ
、
水
利
技
術

の
蓄
積
の
結
集
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。

こ
れ
を
理
解
す
る
に
は
ま
ず
、
多
摩
川
全
体
の
灌

漑
、
水
利
施
設
な
ど
を
一
瞥
す
る
こ
と
が
玉
川
上
水
を
考
え
る
と
き
に
役
立
つ
。
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図
１

武
蔵
野
台
地
の
水
系

武
蔵
野
の
水
利
開
発
は
、
江
戸
幕
府
の
基
本
政
策
の
重
要
な
柱
で
あ
っ
た
。
徳
川
家
康
が
神
田
川
、

石
神
井
川
な
ど
の
小
河
川
開
発
に
力
を
入
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
多
摩
川
の
台
地
利
水
を
早
く
か
ら
夢
見
て

い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
だ
が
、
広
大
な
武
蔵
野
台
地
は
従
来
の
水
田
地
帯
の
よ
う
な
平
坦
な
沖

積
地
で
は
な
く
、
谷
地
、
河
川
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
複
雑
な
地
形
に
あ
る
。
こ
の
広
い
台
地
上
に
多
摩
川

羽
村
か
ら
新
宿
四
谷
大
木
戸
ま
で
延
長

k
m
以
上
の
水
路
を
設
け
る
に
は
、
従
来
の
水
田
開
発
と
は
異

40

な
る
技
術
が
必
要
で
あ
る
。
台
地
と
河
川
の
関
係
、
台
地
の
広
域
の
地
勢
、
河
川
水
利
特
性
、
さ
ら
に
台
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地
地
形
細
部
に
わ
た
る
高
低
の
情
報
が
必
須
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
正
確
に
得
る
こ
と
は
当
時
と
し

て
は
容
易
で
は
な
い
。（
＊
）

江
戸
時
代
、
幕
府
に
よ
る
多
摩
川
の
、
大
が
か
り
な
水
利
開
発
は
河
川
下
流
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
家
康
は
武
蔵
の
国
で
あ
っ
た
相
模
の
二
ヶ
領
（
川
崎
、
稲
毛
）
の
水
田
開
発
に
二
ヶ
領
用
水
を
つ

く
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
水
田
の
生
産
力
は
飛
躍
的
に
増
大
し
た
。
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
、
対
岸
（
左
岸
）

に
羽
田
周
辺
の
水
田
灌
漑
網
、
六
郷
用
水
を
開
削
し
た
。
こ
の
２
計
画
に
家
康
の
能
吏
、
小
泉
次
大
夫
（
こ

い
ず
み
・
じ
だ
ゆ
う
）
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
の
技
術
者
が
羽
田
周
辺
の
水
田
灌
漑
を
計
画
し

た
と
は
い
え
、
武
蔵
野
台
地
へ
の
灌
漑
を
見
逃
す
わ
け
は
な
い
。
こ
の
六
郷
用
水
こ
そ
、
台
地
灌
漑
へ
の

試
み
の
は
じ
ま
り
の
よ
う
に
見
え
る
。
台
地
灌
漑
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
取
水
堰
の
羽
田
か
ら
の
距
離
、

そ
の
水
路
選
択
、
周
辺
水
田
分
布
や
地
形
な
ど
を
総
合
的
に
見
る
と
、
台
地
へ
の
灌
漑
を
夢
見
て
い
た
こ

と
を
窺
わ
せ
る
。

武
蔵
野
台
地
全
体
の
主
要
水
路
網
を
図
１
に
示
す
。
水
路
は
、
多
摩
川
左
岸
の
武
蔵
野
台
地
に
青
梅

・
羽
村
を
要
に
、
扇
の
よ
う
に
広
が
る
。
地
形
に
し
た
が
っ
て
、
玉
川
上
水
、
野
火
止
用
水
、
青
山
上
水

を
は
じ
め
三
田
上
水
、
千
川
上
水
、
そ
の
他
お
お
く
の
用
水
網
は
台
地
を
潤
し
た
。
野
川
、
仙
川
、
善
福

寺
川
、
妙
正
寺
川
な
ど
の
河
川
は
低
地
潅
漑
用
水
と
し
て
谷
津
を
潤
し
た
。

武
蔵
野
台
地
は
多
摩
川
と
荒
川
に
挟
ま
れ
た
、
関
東
ロ
ー
ム
に
覆
わ
れ
た
洪
積
台
地
で
あ
る
。
台
地

開
発
の
最
大
の
難
点
は
取
水
に
あ
る
。
武
蔵
野
に
は
深
井
戸
に
頼
る
よ
う
な
ス
ス
キ
野
、
松
林
の
群
生
し

た
台
地
、
低
地
に
は
小
河
川
と
わ
ず
か
な
水
田
、
小
集
落
が
点
在
す
る
程
度
で
、
台
地
全
体
の
土
地
利
用

は
き
わ
め
て
遅
れ
た
状
態
に
あ
っ
た
。

図
２
に
新
宿
四
谷
大
木
戸
に
向
か
う
青
梅
街
道
、五
日
市
街
道
、甲
州
街
道
の

街
道
を
示
す
（
白
線
）
。

3

街
道
ま
た
は
そ
の
旧
道
は
す
で
に
江
戸
時
代
に
あ
る
。
街
道
は
主
に
台
地
を
通
っ
て
い
る
。
地
点
記
号
（

）

の
数
字
は
標
高(m

)

で
あ
る
。
図
２
を
前
述
の
図
１
に
重
ね
て
見
る
と
、
河
川
は
低
地
を
流
れ
、
用
水
路
は

台
地
を
流
れ
て
い
る
。
上
水
路
は
お
お
む
ね
道
路
に
沿
っ
て
い
る
。
街
道
は
出
来
る
だ
け
低
地
を
避
け
て
通

り
、
用
水
路
は
低
地
を
避
け
て
通
る
か
ら
で
あ
る
。
玉
川
上
水
の
終
着
点
は
江
戸
城
へ
の
給
水
点
と
し
て
定

め
ら
れ
た
四
谷
大
木
戸
で
あ
り
、
標
高
（34m

）
に
あ
る
。
こ
の
地
点
は
江
戸
で
は
標
高
が
一
番
高
く
、
江

戸
城
へ
の
給
水
点
と
し
て
最
も
優
れ
た
地
点
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
地
点
は
勝
手
に
移
動
さ
せ
る
こ

と
は
出
来
な
い
。
現
在
の
五
日
市
街
道
は
（
杉
並
高
円
寺
で
）
青
梅
街
道
に
合
流
す
る
か
ら
、
新
宿
四
谷
大

木
戸
に
上
水
路
を
街
道
沿
い
に
持
っ
て
く
る
に
は
青
梅
街
道
と
甲
州
街
道
い
ず
れ
か
に
な
る
。
図
２
で
示
さ

れ
る
よ
う
に
四
谷
大
木
戸Y

（34

）
の
標
高
は

ｍ
で
あ
る
か
ら
、
水
路
敷
設
の
標
高
は
少
な
く
と
も

34

34

ｍ
以
上
が
必
要
と
な
る
。
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図
２

武
蔵
野
台
地
の
地
勢

（

）
内
数
字
は
路
面
の
測
定
地
点
の
地
上
標
高
ｍ
、H

（136

）：
羽
村
地

上
標
高136m

、K

（97

）
：
小
平
監
視
所
、R

（51

）：
五
日
市
街
道
、a

（25

）
：
青
梅
街
道
成
子
坂
、

b

（30

）：
甲
州
街
道
野
川
付
近
、Y
(34

)

：
四
谷
大
木
戸

武
蔵
野
台
地
は
、
河
川
の
流
れ
る
傾
向
か
ら
、
東
南
に
緩
く
傾
斜
し
た
台
地
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

図
２
の
青
梅
街
道
の
地
点a

（25

）
は
青
梅
街
道
中
野
成
子
坂
付
近
（
地
下
鉄
中
野
坂
上
）
の
神
田
川
を
過

ぎ
る
低
地
で
あ
る
。
甲
州
街
道
のb

(30
)

を
拡
大
し
て
見
る
と
、
一
見
平
地
に
見
え
る
台
地
は
低
地
と
組
み

合
わ
さ
っ
た
複
雑
な
地
形
を
示
す
（
図2-a

、
図2-b

）。

こ
れ
に
よ
っ
て
青
梅
街
道
を
利
用
し
て
の
新
宿
ま
で
の
用
水
路
掘
削
は
出
来
な
い
こ
と
に
な
る
。
図

2-b

は
京
王
線
国
領
～
仙
川
駅
あ
た
り
で
の
野
川
・
仙
川
の
低
地
群
を
示
し
こ
の
付
近
の
標
高
は
四
谷
大
木

戸
よ
り
も
約
４
ｍ
も
低
い
。
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武
蔵
野
台
地
に
は
、
こ
の
ほ
か
谷
地
、
低
地
が
幾
つ
も
あ
る
。
立
川
残
堀
川
、
練
馬
石
神
井
川
、
杉
並

善
福
寺
川
、
妙
正
寺
川
、
三
鷹
井
の
頭
の
池
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
河
川
や
低
地
を
避
け
る
に
は
、
綿
密

に
全
体
の
地
形
を
描
き
、
そ
れ
を
基
本
に
水
路
計
画
を
立
て
ね
ば
な
ら
な
い
。
玉
川
上
水
の
台
地
ル
ー
ト
を

見
る
と
、
こ
れ
ら
の
障
害
を
す
べ
て
避
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
的
確
な
判
断
と
掘
削
の
技
術
は
、
一
朝

一
夕
に
得
ら
れ
る
も
の
で
な
い
。
こ
の
よ
う
な
地
形
に
多
摩
川
羽
村
か
ら
四
谷
大
木
戸
ま
で
水
路
を
導
く
に

は
、
低
地
、
難
所
を
避
け
な
が
ら
、
用
水
路
線
を
決
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
、
台
地
灌
漑
水
路
と

従
来
の
平
坦
な
沖
積
地
の
違
い
で
あ
る
。
現
地
を
歩
き
、
と
く
に
「
ひ
と
く
い
川
」
で
、
こ
れ
ら
を
体
得
出

来
れ
ば
と
思
う
。

図
２-a

青
梅
街
道

成

子
坂
と
神
田
川a

(25
)

図
２-

ｂ
甲
州
街
道

野
川b

(32
)

拡
大
図
。

拡
大
図
。

（
＊
拙
著
「
『
武
蔵
野
江
戸
を
潤
し
た
多
摩
川
』
農
文
協
（
２
０
１
５
）
参
照
）

３

多
摩
川
か
ら
の
灌
漑
水
の
取
り
入
れ
口

多
摩
川
か
ら
の
取
水
路
の
特
徴
を
事
例
で
示
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
玉
川
上
水
の
地
形
に
対
す
る
取
水

の
特
徴
が
分
か
る
か
ら
で
あ
る
。

（
１
）
二
ヶ
領
用
水
の
取
水
路

二
ヶ
領
用
水
は
江
戸
時
代
、
多
摩
川
初
の
官
営
潅
漑
用
水
路
で
あ
る
。
当
時
、
相
模
の
一
部
は
武
蔵

野
の
延
長
と
も
考
え
ら
れ
て
い
た
。
堰
は
上
下
二
つ
、
下
流
堰
（
宿
河
原1629

年
）
と
上
流
堰
（
上
河
原

1611

年
）
で
多
摩
川
右
岸
の
稲
毛
、
川
崎
の
水
田
を
潅
漑
し
て
い
た
。
堰
は
石
垣
や
蛇
籠
（
竹
籠
に
石
を

積
め
た
も
の
）
で
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
大
が
か
り
な
取
水
施
設
（
図
３
、
図
４
）
と
な
っ

て
い
る
。
水
路
網
は
川
崎
市
（
一
部
横
浜
市
）
に
拡
が
っ
て
い
る
。
図
３
は
上
流
の
上
河
原
堰
で
チ
ェ
ー
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ン
手
前
水
路
が
現
在
の
用
水
取
り
入
れ
口
、
図
４
は
下
流
の
取
水
堰
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
堰
か
ら
の
用

水
路
は
、
い
ず
れ
も
沖
積
平
野
の
水
田
灌
漑
水
路
で
あ
り
、
取
水
後
、
直
ち
に
灌
漑
域
に
入
る
。
も
っ
と

も
代
表
的
な
水
田
灌
漑
の
た
め
の
取
水
方
式
で
あ
る
。

図
３

上
流
の
上
河
原
堰

図
４

下
流
の
宿
河
原
堰

（
２
）
六
郷
用
水
の
取
水
路

二
ヶ
領
用
水
の
上
下
２
堰
の
中
間
あ
た
り
の
多
摩
川
左
岸
に
武
蔵
野
台
地
が
広
が
っ
て
い
る
。
多
摩

川
に
面
接
し
て
狛
江
市
が
あ
る
。
水
神
前
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
六
郷
、
羽
田
へ
の
水
田
灌
漑
、
六
郷
用
水

が
始
ま
る
（
（1609

年
狛
江
市
史
）
）。
こ
こ
に
（
水
神
前
）
六
郷
用
水
の
取
り
入
れ
口
の
遺
跡
で
あ
る
石

垣
が
今
も
残
っ
て
い
る
（
図
５
）
。
取
水
後
、
水
路
は
多
摩
川
の
河
川
敷
か
ら
直
ち
に
離
れ
、
東
進
し
、
約

３
ｋ
ｍ
ほ
ど
先
で
野
川
、
仙
川
に
合
流
す
る
。
水
路
は
台
地
に
近
づ
く
が
台
地
に
は
乗
ら
ず
、
そ
の
縁
に

沿
う
ハ
ケ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ハ
ケ
＝
丸
子
川
（
別
名
：
次
大
夫
堀
、
ま
た
は
六
郷
用
水
、
）
と
称
さ
れ

て
い
る
。
現
在
は
多
摩
川
取
水
口
（
水
神
前
）
か
ら
、
こ
の
丸
子
川
に
至
る
水
路
は
、
埋
め
立
て
ら
れ
、

道
路
（
福
祉
通
り
）
と
な
っ
た
。
狛
江
水
神
前
は
多
摩
川
河
口
か
ら20km

以
上
の
上
流
に
位
置
し
て
い

る
。

多
摩
川
か
ら
の
、
六
郷
用
水
の
取
水
位
置
は
六
郷
・
羽
田
の
た
め
と
し
て
は
、
あ
ま
り
に
も
上
流
過

ぎ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
取
水
堰
を
考
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
工
事
費
も
嵩
む
。
下
流
の
丸
子
橋

上
流
あ
た
り
か
ら
で
も
用
水
と
し
て
は
、
十
分
な
水
質
が
得
ら
れ
る
か
ら
問
題
は
な
い
は
ず
だ
。
こ
れ
に

は
別
の
理
由
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。
一
つ
に
は
、
水
質
を
高
め
る
目
的
と
言
え
る
。
二
つ
に
は
周
辺
灌
漑

面
積
を
増
加
出
来
る
。
さ
ら
に
も
う
一
つ
は
台
地
へ
の
潅
漑
を
目
的
に
し
た
の
で
は
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
目
的
を
叶
え
よ
う
と
計
画
さ
れ
た
の
が
こ
の
六
郷
用
水
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
工
事
に
は
約
15

年
も
か
か
り
、
水
路
掘
削
に
様
々
な
困
難
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
六
郷
用
水
名
も
こ
の
ほ
か
に
丸

子
川
、
次
大
夫
堀
な
ど
の
名
前
の
あ
る
こ
と
も
、
全
体
の
理
解
を
混
乱
さ
せ
る
。
用
水
は
、
あ
た
か
も
、

い
つ
台
地
に
乗
れ
る
か
と
、
た
め
ら
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
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図

-

六
郷
用
水
取
入
れ
口
遺
跡

図

-

１
９
１
３
年
頃
の
取
入
れ
口
（
小
町
常
治
画
）

5
1

5
2

多
摩
川
左
岸
の
水
神
前
（
図
７
）
か
ら
取
水
さ
れ
た
六
郷
用
水
は
、
段
丘
や
台
地
の
縁
の
ハ
ケ
を
通

っ
て
流
れ
る
が
、
谷
戸
川
が
こ
れ
に
合
流
す
る
。
用
水
は
、
す
で
に
野
川
、
仙
川
を
合
流
さ
せ
て
い
る
こ

と
か
ら
水
質
を
重
視
し
た
用
水
路
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
当
時
の
世
田
谷
領
地
は
現
在
の
丸
子
橋
あ
た

り
ま
で
及
ん
で
い
て
、
用
水
か
ら
灌
漑
さ
れ
た
面
積
は
約100ha

と
記
録
さ
れ
て
い
る
（
次
大
夫
堀
公
園

資
料
）
。
こ
の
面
積
は
全
体1500ha

と
比
べ
、
僅
か
で
あ
り
、
灌
漑
面
積
増
大
の
目
的
だ
け
に
水
路
が
設

け
ら
れ
た
と
は
思
え
な
い
。
取
水
点
か
ら
六
郷
用
水
の
ル
ー
ト
全
体
を
見
る
と
、
ど
う
も
水
質
よ
り
も
台

地
へ
の
導
入
を
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
技
術
力
の
不
足
で
、
台
地
へ
の
誘
導
が
出
来
な

か
っ
た
と
も
思
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
六
郷
用
水
は
取
水
後
、
水
路
は
直
ち
に
多
摩
川
か
ら
離
れ
、
台
地
に
向
か
っ
て
い
る
。
こ

れ
で
は
、
二
ヶ
領
用
水
と
の
平
地
型
灌
漑
方
式
と
同
じ
で
あ
り
、
台
地
に
乗
る
事
は
出
来
な
い
。
水
路
建

設
に
は
平
地
と
異
な
る
高
い
精
度
の
高
低
測
量
が
必
要
に
な
る
。

図
６

次
大
夫
堀
公
園
内
資
料
館
近
く
に
あ
る
測
量
の
壁
画
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図

は
当
時
の
傾
斜
地
で
の
水
盛
測
量
（
水
準
測
量
）
の
様
子
を
描
い
た
現
代
画
で
あ
る
。
当
時
の

6

水
準
測
量
が
よ
く
描
か
れ
て
い
る
。
観
測
官
は
「
水
盛
」
を
、
助
手
は
標
尺
を
持
っ
て
い
る
。
水
盛
に
は

水
が
満
た
さ
れ
、
水
平
を
示
す
浮
標
が
浮
い
て
い
る
。
観
測
官
は
台
車
上
で
「
水
盛
」
を
水
平
に
保
ち
、

助
手
は
「
水
盛
」
浮
標
か
ら
水
平
を
求
め
、
保
持
し
て
い
る
標
尺
の
目
盛
り
を
読
む
。

図
７

六
郷
用
水
（
丸
子
川
）

次
大
夫
堀
公
園
内
資
料
館
（
世
田
谷
）

（
原
図
に
現
在
の
地
名
な
ど
を
書
き
加
え
た
）
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（
３
）

台
地
へ
の
引
き
込
み
を
試
み
た
水
路

か
な
し
い
坂
（
府
中
市
）

図
８

か
な
し
い
坂
の
碑

京
王
線
多
磨
霊
園
駅
か
ら
東
郷
寺
通
り
を
南
に
行
く
と
、
寺
の
近
く
に
「
か
な
し
い
坂
」
の
碑
が
あ
る
。

碑
（
図
８
）
の
近
く
に
は
水
路
が
あ
っ
た
と
言
う
。
ま
た
、
京
王
線
多
磨
霊
園
駅
近
く
に
は
、「
む
だ
堀
」

と
称
さ
れ
る
堀
が
あ
っ
た
。
碑
に
よ
れ
ば
多
摩
川
か
ら
台
地
へ
の
導
水
を
試
み
た
玉
川
上
水
の
用
水
路
と
言

わ
れ
て
い
る
。
多
摩
川
の
府
中
競
馬
場
近
く
の
八
幡
町
（
大
国
魂
神
社
南
）
か
ら
、
京
王
線
多
磨
霊
園
駅
を

通
っ
て
北
上
す
る
よ
う
に
掘
削
さ
れ
た
が
、
途
中
で
漏
水
層
に
当
た
っ
て
失
敗
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

史

跡
と
し
て
あ
い
ま
い
な
、
こ
の
用
水
を
取
り
上
げ
た
理
由
は
、
台
地
へ
の
取
水
に
も
か
か
わ
ら
ず
二
ヶ
領
や

六
郷
用
水
と
同
じ
水
田
灌
漑
の
用
水
路
方
式
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
多
く
の
灌
漑
用
水
路
を
持

つ
大
河
川
、
利
根
川
流
域
で
は
、
例
外
な
く
用
水
路
は
河
川
か
ら
直
ち
に
離
れ
、
灌
漑
地
域
へ
と
引
き
込
ま

れ
て
い
る
。
用
水
分
配
の
た
め
の
合
口
（
ご
う
く
ち
）
＊
＊
）
な
ど
、
特
殊
な
場
合
を
除
き
、
わ
が
国
水
田

灌
漑
の
典
型
的
な
水
田
用
水
路
で
あ
る
。

（

＊
＊
）
合
口
と
は
公
平
な
水
配
分
の
た
め
に
、
条
件
の
良
い
位
置
ま
で
導
水
し
て
取
水
す
る
こ
と
、
ま

た
は
そ
の
施
設
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台
地
に
水
を
引
き
込
む
な
ら
ば
、
台
地
の
地
理
的
、
地
勢
的
特
徴
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
多
摩
川
で

は
特
に
季
節
的
水
位
変
動
が
大
き
い
。
こ
れ
に
対
応
し
た
堰
の
構
造
も
必
要
で
あ
る
。
水
路
を
台
地
の
高
さ

ま
で
近
づ
け
る
に
は
、
取
水
後
の
水
路
を
河
川
に
並
行
さ
せ
て
緩
勾
配
で
流
し
、
台
地
に
接
近
さ
せ
る
。
こ

れ
は
沖
積
地
水
田
灌
漑
水
路
に
は
見
ら
れ
な
い
取
水
方
式
で
あ
る
。
台
地
へ
の
導
水
に
は
、
場
所
ご
と
に
河

川
と
の
高
低
差
が
あ
る
の
で
、
水
路
配
置
は
全
体
の
地
勢
で
決
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
府
中
の
場
合
、
周
辺
台
地
は
河
川
標
高
よ
り
も
数
～

ｍ
く
ら
い
高
い
。
こ
の
よ
う
な
高
台
に
自

10

然
流
下
で
水
路
を
引
き
込
む
に
は
、
多
摩
川
下
流
方
向
に
少
な
く
と
も

k
m
以
上
の
河
川
に
並
行
し
た

3

水
路
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
「
か
な
し
い
坂
」
の
水
路
を
新
宿
四
谷
大
木
戸
ま
で
延
長
す
る
に
は
、
多

摩
川
取
水
点
を
府
中
競
馬
場
水
位
と
し
て
、
野
川
、
仙
川
の
低
地
を
横
切
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
不
可

能
で
あ
る
。
河
川
に
並
行
す
る
水
路
工
が
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
の
も
残
念
で
あ
る
が
、
広
域
地
形
や
河
川
の

状
況
を
把
握
し
な
か
っ
た
の
が
、
失
敗
の
原
因
で
あ
る
。

失
敗
し
た
場
合
、
責
任
者
は
自
刃
す
る
か
、
打
ち
首
に
な
る
か
、
大
変
厳
し
い
責
任
の
取
り
方
が
当
時

の
社
会
通
念
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
話
は
水
路
開
所
式
に
成
功
せ
ず
、
工
事
の
責
任
者
は
自
刃
し
た
と
い

う
悲
し
い
話
は
茨
城
県
鹿
島
に
も
あ
る
。

戦
時
中
に
大
型
船
の
進
水
式
に
は
責
任
者
は
儀
式
に
「
懐
刀
」

で
臨
む
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
い
ま
も
、
わ
が
国
の
伝
統
的
な
律
儀
な
職
人
気
質
が
残
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。「
か
な
し
い
坂
」
は
こ
の
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。

（
４
）
府
中
用
水
取
り
入
れ
口
（
国
立
市
）

根
川
の
多
摩
川
と
の
合
流
点
、
国
立
市
青
柳
に
府
中
用
水
取
入
れ
口
（
ゲ
ー
ト
）
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら

府
中
用
水
は
始
ま
り
、
多
摩
川
沿
線
の
水
田
地
帯
を
潤
し
、
府
中
の
是
政
、
そ
の
末
端
は
調
布
ま
で
及
ん
で

い
る
。
用
水
開
削
の
時
期
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
府
中
上
水
路
（
仮
名
）
計
画
の
計
画
取
り
や
め
た
後
と

推
定
さ
れ
１
６
５
２
年
か
ら

年
後
の
１
７
２
２
年
頃
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

20

こ
の
府
中
用
水
の
多
摩
川
か
ら
の
取
水
方
法
に
は
次
の
よ
う
な
見
方
が
あ
る
。
そ
の
①
は
多
摩
川
か
ら

の
取
水
は
、
府
中
用
水
ゲ
ー
ト
か
ら
４
～
５
k
m
上
流
、
も
し
く
は
、
さ
ら
に
上
流
の
拝
島
あ
た
り
で
は

な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。
取
水
後
、
水
路
（
用
水
路
）
は
古
多
摩
川
の
河
岸
段
丘
上
を
流
れ
、
こ
れ
を
旧

河
床
の
名
残
で
あ
る
残
堀
川
に
つ
な
ぎ
、
さ
ら
に
根
川
に
接
続
さ
れ
た
。
根
川
で
青
柳
ま
で
運
ば
れ
た
用
水

は
府
中
用
水
ゲ
ー
ト
に
至
る
。
そ
の
②
は
府
中
用
水
ゲ
ー
ト
か
ら800m

上
流
の
多
摩
川
日
野
橋
あ
た
り

か
ら
取
水
さ
れ
、
多
摩
川
本
流
に
沿
っ
て
導
水
さ
れ
、
ゲ
ー
ト
に
至
る
。
以
上
の
２
説
、
い
ず
れ
も
納
得
で

き
る
が
、
現
地
の
説
明
板
（
図
９
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
府
中
用
水
は
玉
川
兄
弟
に
よ
る
玉
川
上
水
計
画

の
失
敗
作
の
水
路
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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図
９

府
中
用
水
取
り
入
れ
口
の
説
明
。
現
地
表
示
板

上
述
の
説
①
で
示
し
た
よ
う
に
、
多
摩
川
拝
島
あ
た
り
か
ら
取
水
さ
れ
た
水
は
河
に
並
行
し
て
流
れ
、
残

堀
川
を
通
っ
て
根
川
に
接
続
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
水
路
は
多
摩
川
と
導
水
路
の
水
面
差
を
稼
ぐ
よ
う
な
水
路

工
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
工
法
は
川
越
藩
の
安
松
金
右
衛
門
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
玉
川
上
水

の
「
川
縁
通
り
堤
築
立
て
工
法
」
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
原
型
が
、
青
柳
の
ゲ
ー
ト
周
辺
に
見
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
工
法
は
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
工
法
で
、
ま
さ
に
、
今
か
ら
み
れ
ば
、
誰
に
も
可
能
な
こ

と
で
も
最
初
に
敢
え
て
す
る
難
し
さ
を
言
う
「
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
卵
」
で
あ
ろ
う
。

図

に
示
す
よ
う
に
根
川
は
河
岸
段
丘
に
乗
っ
て
青
柳
ま
で
達
し
、
こ
の
あ
た
り
で
ロ
ー
ム
台
地
上
に

10

あ
る
甲
州
街
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
標
高
を
落
と
し
府
中
用
水
門
（
ゲ
ー
ト
）

に
至
り
、
そ
の
余
水
は
多
摩
川
に
も
ど
さ
れ
る
。
現
在
の
残
堀
川
の
全
体
が
古
多
摩
川
で
は
な
い
が
、
多
摩
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川
河
川
沿
い
に
は
多
く
の
水
路
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
か
ら
昔
の
残
堀
川
源
流
（
旧
残
堀
川
）
を
辿
る
こ
と

が
出
来
る
。

図

残
堀
川
→
根
川
→
府
中
用
水
取
入
れ
口

10
残
堀
川
は
古
多
摩
川
の
名
残
と
言
わ
れ
て
い
て
、
河
岸
段
丘
を
流
れ
て
い
る
。
残
堀
川
の
標
高
（74

）

か
ら
根
川
が
は
じ
ま
る
。(

）
は
標
高
（m

）
を
示
す
。

現
在
の
残
堀
川
は
標
高
（74

）
地
点
で
根
川
へ
つ
な
が
り
、
そ
の
余
水
は
多
摩
川
に
戻
さ
れ
る
（
図

９
）。
現
地
説
明
板
（
図
９
）
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
残
堀
川
を
含
め
、
根
川
が
失
敗
し
た
玉
川
上
水

の
一
部
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
国
立
市
青
柳
あ
た
り
で
台
地
に
引
込
め
ば
、
こ
こ
か
ら
順
調
に
緩
や
か
な
下
り

勾
配
で
甲
州
街
道
、
府
中
ま
で
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
甲
州
街
道
に
沿
っ
て
江
戸

ま
で
延
長
を
考
え
る
と
、
途
中
の
低
地
群
の
た
め
四
谷
大
木
戸
（
標
高

m
）
ま
で
水
路
を
延
長
す
る
こ
と

34

が
出
来
な
い
。

玉
川
兄
弟
は
、
府
中
上
水
路
計
画
に
係
わ
っ
て
い
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
玉
川
兄
弟
は
上
水
計
画
に

つ
い
て
、
川
越
藩
の
数
理
と
測
量
技
術
に
す
ぐ
れ
た
安
松
に
助
け
を
求
め
て
い
る
。
お
そ
ら
く
府
中
用
水
計

画
に
つ
い
て
も
、
安
松
か
ら
の
新
知
識
に
よ
っ
て
、
玉
川
兄
弟
は
野
川
あ
た
り
の
低
地
群
が
こ
の
計
画
が
不

可
能
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
安
松
か
ら
受
け
た
水
路
建
設
技
術
、
特
に
測
量
技
術

は
玉
川
上
水
の
最
大
の
難
関
、「
ひ
と
く
い
川
」
計
画
に
役
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

13



（
５
）
玉
川
上
水
の
取
水
口

（
羽
村
）

現
在
の
府
中
用
水
取
水
口
（
国
立
市
青
柳
）
か
ら
多
摩
川
上
流
約

km

に
羽
村
堰
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら

13

玉
川
上
水
が
始
ま
る
（
図

）。
羽
村
取
水
堰
の
水
位
面
と
周
辺
台
地
面
と
の
落
差
（
標
高
差
）
は

～

11

17

20

ｍ
あ
る
か
ら
、
取
水
堰
か
ら
直
ち
に
台
地
面
に
上
水
を
誘
導
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
羽
村

堰
か
ら
の
取
水
路
を
多
摩
川
本
流
沿
い
に
緩
勾
配
で
流
し
、
周
辺
台
地
と
の
落
差
を
縮
め
、
約
５
ｋ
ｍ
先
の

J
R
拝
島
駅
付
近
で
関
東
ロ
ー
ム
台
地
に
乗
せ
る
と
い
う
工
法
「
川
縁
通
り
堤
築
立
て
工
法
」
が
取
ら
れ

て
い
る
。

図

羽
村
堰
全
景

取
入
れ
口
内
側

11

図

玉
川
上
水
の
羽
村
か
ら
台
地
ま
で
の
水
路
「
川
縁
通
り
堤
築
立
て
工
法
」

12

14



羽
村
堰
→
拝
島
→
旧
五
日
市
街
道
→
野
火
止
用
水
堰
→
五
日
市
街
道
に
至
る
水
路
は
J
R
拝
島
駅
付
近

で
関
東
ロ
ー
ム
台
地
に
乗
る

（
６
）

野
火
止
用
水
の
分
水
堰

（

小
平
）

玉
川
上
水
の
拝
島
か
ら
下
流
約

ｋ
ｍ
に
西
武
線
「
玉
川
上
水
」
の
駅
が
あ
る
。
こ
の
近
く
に
あ
る
野

6

火
止
用
水
分
水
堰
（
玉
川
上
水
小
平
監
視
所
）
で
現
役
時
代
の
玉
川
上
水
の
水
路
断
面
を
見
る
こ
と
が
出
来

る
。
玉
川
上
水
が
そ
の
機
能
を
停
止
し
た
た
め
に
、
今
ま
で
見
れ
な
か
っ
た
水
路
断
面
が
見
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
（
図

）。
透
水
性
の
高
い
関
東
ロ
ー
ム
の
厚
く
積
も
っ
た
複
雑
な
台
地
に
、
羽
村
か
ら
新
宿
ま
で
、

13

km

以
上
の
長
さ
で
、
し
か
も
１
年
そ
こ
そ
こ
で
正
確
に
掘
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
驚
く
ほ
か
は
な

40い
。

図

玉
川
上
水
の
水
路
断
面

13

４
．
ひ
と
く
い
川

（
武
蔵
境
浄
水
場
か
ら
上
北
沢
）

玉
川
上
水
は
、
小
平
か
ら
現
在
の
五
日
市
街
道
に
接
近
し
、
西
武
多
摩
湖
線
の
一
橋
学
園
付
近
で
街

道
の
沿
っ
て
流
れ
、
武
蔵
境
の
境
浄
水
場
付
近
で
街
道
か
ら
離
れ
る
（
図

）。
一
方
、
五
日
市
街
道
は
杉

14

並
梅
里
（
新
高
円
寺
）
で
青
梅
街
道
に
合
流
し
て
終
わ
る
。
青
梅
街
道
は
新
宿
手
前
（
成
子
坂
）
で
神
田
川

を
通
過
す
る(

図

-
a
）
。
こ
の
坂
の
最
低
標
高
は
新
宿
（
四
谷
大
木
戸
）
よ
り
も
約
９
ｍ
も
低
い
。
こ
れ

2

が
上
水
が
境
浄
水
場
で
五
日
市
街
道
を
離
れ
た
理
由
と
判
断
さ
れ
る
。
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図

玉
川
上
水
は
境
浄
水
場
で
五
日
市
街
道
か
ら
離
れ
て
、
甲
州
街
道
（
上
北
沢
）
に
至
る
。
五
日
市

14
街
道
（
境
境
浄
水
場
）
か
ら
甲
州
街
道
上
北
沢
ま
で
約

・

ｋ
ｍ
。（
）
内
数
字
は
標
高
ｍ

8

6

青
梅
街
道
、
甲
州
街
道
に
は
、
い
ず
れ
も
新
宿
四
谷
よ
り
も
低
い
低
地
が
あ
り
、
用
水
は
１
街
道
だ
け

で
は
新
宿
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
玉
川
上
水
は
五
日
市
街
道
（
境
浄
水
場
）
か
ら
甲
州
街

道
の
上
北
沢
ま
で
約

・

ｋ
ｍ
の
バ
イ
パ
ス
水
路
が
設
け
ら
れ
た
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
五
日
市
街
道
の

8

6

低
地
を
避
け
新
宿
に
達
す
る
と
い
う
新
し
い
路
線
（
バ
イ
パ
ス
）
計
画
が
進
め
ら
れ
た
も
の
と
推
論
す
る
。

武
蔵
野
台
地
は
東
南
に
傾
斜
し
て
い
る
の
で
、
五
日
市
街
道
は
南
に
あ
る
甲
州
街
道
よ
り
も
上
位
の

標
高
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
２
街
道
を
結
ぶ
新
水
路
（
バ
イ
パ
ス
）
を
設
け
れ
ば
、
甲
州
街
道
に
沿
っ
て
新

宿
に
達
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、
バ
イ
パ
ス
の
武
蔵
野
台
地
に
は
主
要
道
路
は
な
く
、
原
生
林
の
谷

地
や
井
の
頭
池
な
ど
も
あ
り
、
工
事
は
極
め
て
難
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
正
確
な
台
地
測
量
図
が
無
い
時
代

に
は
、
ま
さ
に
未
踏
の
冒
険
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

現
在
の
正
確
な
地
形
図
か
ら
判
断
し
て
も
、
こ
の
バ
イ
パ
ス
計
画
は
上
水
の
最
後
の
頼
み
の
綱
で
あ
り
、

失
敗
す
れ
ば
、
上
水
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
バ
イ
パ
ス
水
路
こ
そ
、
五
日
市
街
道
（
境

浄
水
場
）
→
井
の
頭
→
久
我
山
→
高
井
戸
→
甲
州
街
道
（
上
北
沢
）
の
玉
川
上
水
な
の
で
あ
る
。
厳
し
い
地

形
の
台
地
上
を
き
わ
ど
く
流
れ
る
水
路
が
人
の
言
う
「
ひ
と
く
い
川
」
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
バ
イ
パ
ス
水
路
の
掘
削
は
五
日
市
街
道
の
境
浄
水
場
手
前
か
らJR

三
鷹
、
井
の
頭
池
の
西
側

16



（
御
殿
山
）
を
通
り
、
井
の
頭
池
か
ら
の
神
田
川
に
き
わ
ど
く
接
近
す
る
狭
い
台
地
を
流
れ
、
上
北
沢
で
甲

州
街
道
筋
に
達
す
る
。
こ
の
間
の
井
の
頭
・
牟
礼
の
曲
折
し
た
上
水
路
の
難
所
は
（
図

）
か
ら
読
み
取
れ

14

る
で
あ
ろ
う
。
武
蔵
野
台
地
を
流
れ
る
野
川
、
仙
川
と
神
田
川
、
こ
の
３
本
の
河
川
を
横
断
せ
ず
に
、
こ
の

間
の
地
形
を
正
確
な
地
図
も
な
く
巧
み
に
縫
い
な
が
ら
、
唯
一
、
一
本
の
バ
イ
パ
ス
路
線
を
見
い
だ
し
、
成

功
さ
せ
た
技
は
、
ま
さ
に
奇
跡
で
あ
る
。

こ
の
「
ひ
と
く
い
川
」
に
は
溺
死
し
た
人
を
弔
う
碑
、
三
鷹
（
太
宰
治
）
、
井
の
頭
公
園
（
松
本
訓
導
）
、

久
我
山
に
供
養
塔
（
図

）
が
水
路
沿
い
に
見
ら
れ
る
。
古
老
は
こ
の
あ
た
り
で
溺
死
し
た
話
を
聞
い
た
こ

15

と
が
あ
る
と
言
う
。
特
に
こ
の
技
術
的
に
開
削
難
関
で
あ
っ
た
三
鷹
→
久
我
山
→
高
井
戸
あ
た
り
が
、
ま
さ

に
「
ひ
と
く
い
川
」
に
相
応
し
い
流
れ
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

図

－

a

図

－

ｂ

図

－
c

15

15

15

三
鷹

太
宰
治

井
の
頭
公
園

松
本
訓
導

久
我
山
水
難
碑

水
難
事
故
の
多
か
っ
た
三
鷹
と
久
我
山
（
牟
礼
橋
）
の
２
点
の
地
上
標
高
差
は
約
7
m
あ
り
、
そ
の

間
の
距
離
は
約
3
.
3
k
m
で
あ
る
。
す
る
と
、
こ
の
間
の
地
上
の
勾
配
は
ほ
ぼ2.1/1000

と
な
り
、
玉

川
上
水
の
平
均
勾
配2.3/1000

と
大
差
は
無
い
。
こ
こ
が
特
に
危
険
な
流
れ
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
部
分

的
な
狭
窄
で
の
急
流
、
屈
曲
し
た
水
路
に
生
ず
る
浸
食
洞
（
ポ
ケ
ッ
ト
）
が
原
因
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
ポ
ケ
ッ
ト
ら
し
き
も
の
は
現
在
で
も
探
す
こ
と
が
出
来
る
か
も
知
れ
な
い(

三
鷹
牟
礼
付
近

2017
)

。
高
井
戸
か
ら
新
宿
ま
で
の
緑
道

現
在
は
、
高
井
戸
の
先
は
暗
渠
と
な
る
。
緑
道
は
平
坦
な
道
で
あ
る
が
、
甲
州
街
道
か
ら
や
や
離
れ
た

高
台
を
通
り
、
巧
み
に
低
地
を
迂
回
し
な
が
ら
新
宿
ま
で
の
約
９
k
m
を
結
ん
で
い
る
。
新
宿
近
く
に
な

る
と
、
道
は
分
か
り
に
く
い
が
、
新
宿
駅
南
口
付
近
の
南
側
を
通
り
、
さ
ら
に
鉄
道
路
線
を
越
え
、
新
宿
御

苑
の
北
側
の
旧
甲
州
街
道
に
沿
っ
て
、
内
藤
町
に
至
り
、
四
谷
大
木
戸
で
終
わ
る
。
新
宿
四
谷
大
木
戸
に
は

玉
川
上
水
の
碑
が
あ
る(

図

)

。こ
の
周
辺
が
江
戸
で
一
番
高
い
台
地
標
高
を
有
し
て
い
る
。こ
れ
は
ま
た
、

16

玉
川
上
水
が
い
か
に
巧
妙
に
作
ら
れ
て
い
る
か
の
証
で
も
あ
る
。

17



図

四
谷
大
木
戸
門
の
碑

（
新
宿
区
四
谷
四
丁
目
）

16
５
．
ま
と
め

玉
川
上
水
に
見
る
正
確
な
地
形
調
査
、
そ
の
施
工
技
術
は
一
朝
一
夕
で
得
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
長

年
、
積
み
上
げ
ら
れ
た
技
術
と
体
験
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
地
勢
図
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
こ
の
三
鷹
→

高
井
戸
間
で
は
谷
地
す
れ
す
れ
の
台
地
限
界
ま
で
水
路
を
設
け
、
通
常
で
は
考
え
ら
れ
な
い
大
胆
な
水
路
配

置
、
屈
曲
し
た
水
路
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
浸
食
防
止
の
玉
石
積
の
法
面
工
法
な
ど
が
建
設
当
時
か
ら
用
い
ら

れ
た
と
す
れ
ば
、
卓
越
し
た
技
を
感
じ
る
。
こ
の
奇
跡
と
も
い
え
る
玉
川
上
水
の
成
功
は
正
確
な
計
画
・
設

計
と
測
量
お
よ
び
施
工
の
決
断
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
多
摩
川
の
利
水
の
技
が
こ
の
「
ひ
と
く
い
川
」
に

結
集
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

玉
川
上
水
の
奇
跡
的
な
成
功
は
、「
川
縁
通
り
堤
築
立
て
法
」
の
導
入
と
「
測
量
技
術
の
向
上
」
に
よ
っ

て
実
現
さ
れ
た
「
ひ
と
く
い
川
」
に
示
さ
れ
て
い
る
。
多
摩
川
の
灌
漑
の
水
田
か
ら
台
地
へ
の
技
術
向
上
を

見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、350

年
以
上
を
耐
え
た
玉
川
上
水
の
素
晴
ら
し
さ
が
分
か
る
。

あ
と
が
き(

余
談)

台
地
灌
漑
技
術
は
従
来
の
水
田
開
発
の
取
水
方
式
か
ら
は
じ
ま
り
、
そ
こ
か
ら
台
地
利
水
の
独
特
な

取
水
方
式
に
発
展
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
玉
川
上
水
の
「
ひ
と
く
い
川
」
の
成
果
は
、
一
つ
一
つ
積
み
上
げ

ら
れ
た
技
術
の
結
晶
で
あ
り
、多
摩
川
の
低
地
か
ら
台
地
利
水
へ
と
、そ
の
技
術
的
発
展
の
過
程
が
分
か
る
。

多
摩
川
の
利
水
開
発
で
、
最
も
難
工
事
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
玉
川
上
水
「
ひ
と
く
い
川
」
を
歩
く
と
、

歴
史
の
重
み
を
感
じ
る
。
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◇

玉
川
上
水
の
奇
跡
を
生
ん
だ
三
つ
の
大
き
な
出
来
事

（
の
１
）

２
街
道
（
五
日
市
、
甲
州
）
を
つ
な
い
だ
バ
イ
パ
ス
水
路
＝
ひ
と
く
い
川

多
摩
川
か
ら
江
戸
四
谷
大
木
戸
へ
の
道
に
は
、
青
梅
街
道
と
甲
州
街
道
の
２
つ
し
か
無
い
。
府
中
の
上

水
計
画
で
は
、
甲
州
街
道
に
沿
う
単
独
で
の
水
路
計
画
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
水
路
と
し
て
不
可
能
と
分
か

っ
て
、
現
在
の
五
日
市
街
道
→
バ
イ
パ
ス
水
路
（
ひ
と
く
い
川
）
→
甲
州
街
道
が
決
ま
っ
た
。
し
か
し
、
広

域
の
地
勢
図
な
く
し
て
は
、
こ
の
選
択
は
、
ま
ず
不
可
能
に
近
い
。
こ
れ
は
、
い
ま
も
大
き
な
謎
で
あ
る
。

「
ひ
と
く
い
川
」
の
魔
性
は
、
そ
の
台
地
地
形
の
複
雑
性
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
事
実
、
野
川
、

仙
川
、
神
田
川
を
避
け
て
新
宿
に
到
達
す
る
道
は
、
こ
の
バ
イ
パ
ス
に
よ
る
以
外
に
は
無
い
の
で
あ
る
。
広

大
な
武
蔵
野
台
地
に
、
こ
の
た
だ
一
筋
の
水
路
ル
ー
ト
を
如
何
に
し
て
定
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
そ
の
２
）

「
川
縁
通
り
堤
築
立
て
工
法
」
に
よ
る
台
地
へ
の
水
路
誘
導

現
在
の
玉
川
上
水
の
羽
村
か
ら
拝
島
ま
で
の
水
路
は
、
府
中
用
水
の
残
堀
川
か
ら
根
川
の
水
路
工
と
同

じ
形
式
で
あ
り
、「
川
縁
通
り
堤
築
立
て
工
法
」
で
あ
る
。
こ
の
堤
築
立
て
工
法
は
川
越
藩
の
安
松
金
右
衛

門
（1611

～1686

）
が
開
発
し
た
工
法
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
残
堀
・
根
川
が
そ
の
原
型
で
あ
り
、
も
と

は
玉
川
兄
弟
に
よ
っ
て
初
め
て
採
用
さ
れ
た
方
法
で
あ
る
。
玉
川
兄
弟
の
台
地
へ
の
取
水
方
式
は
、
安
松
に

よ
っ
て
継
承
さ
れ
、
技
術
的
に
完
成
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
台
地
へ
の
水
路
の
取
込
み

に
成
功
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
そ
の
３
）

測
量
誤
差
処
理
に
よ
る
技
術
向
上

安
松
金
右
衛
門
の
野
火
止
用
水
の
工
事
記
録
は
無
い
が
、
測
量
技
術
改
良
に
苦
心
し
た
と
思
わ
れ
る
逸

話
が
あ
る
。
当
時
は
、
和
算
が
発
達
し
、
幾
何
学
的
面
積
や
体
積
測
量
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
時
代
で
あ
る
。

数
理
に
優
れ
た
安
松
は
、
遠
距
離
測
定
に
は
、
人
の
高
さ
を
基
準
に
し
て
、
そ
の
距
離
と
標
尺
と
の
ヨ
ミ
と

の
比
例
関
係
か
ら
川
幅
な
ど
を
求
め
た
と
い
う
。
こ
の
他
、
幾
何
学
的
な
図
面
処
理
も
行
っ
て
い
た
ら
し
い

と
も
言
わ
れ
る
（
＃
）。
こ
の
比
例
や
相
似
法
則
に
よ
る
方
法
は
台
地
や
木
の
高
さ
、
水
準
測
量
な
ど
に
も

応
用
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
比
例
法
則
を
用
い
た
新
し
い
誤
差
修
正
方
法
を
安
松
が
考
案
し
た

の
で
は
、
と
想
像
す
る
。
安
松
は
、
こ
の
と
き
に
生
ず
る
観
測
誤
差
を
ど
の
よ
う
に
処
理
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

次
の
よ
な
逸
話
が
あ
る
。

安
松
と
同
時
代
に
榎
本
弥
右
衛
門
（1625

～1685

）
と
い
う
人
の
書
い
た
記
録
帳
（
満
之
覚
）
に
は

安
松
の
観
測
記
録
が
記
さ
れ
て
い
る
（
＃
＃
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
野
火
止
用
水
の
玉
川
上
水
か
ら
の
分
岐

点
（
分
水
点
）
か
ら
水
路
長
は
約
４
里
で
、
そ
の
水
準
標
高
差
は
約

間
で
あ
る
。
こ
の
約
４
里
（

k
m
）

30

16

と
は
、
お
そ
ら
く
、
平
林
寺
ま
で
の
水
路
距
離
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
直
線
距
離
、
約
14

k
m
）。
そ
こ
で
次
の
よ
う
な
推
論
が
で
き
る
。

こ
の

間
の
標
高
差
を
玉
川
上
水
分
水
点
→
平
林
寺
の
山
門
近
く
の
池
と
す
れ
ば
、
こ
の
間
の
標
高
差

30

は53.8

m
で
あ
る
。
こ
れ
はG

IS

で
容
易
に
確
か
め
ら
れ
る
。
一
方
、
安
松
の
観
測
値

間
は54.54

m

30

で
あ
る
。
い
ま
４
里
で
そ
の
標
高
差
を30

±
0.5

間
＝54.54

±
0.909

ｍ
と
す
る
と
、
１
k
m
当
た
り

の
誤
差
は
６
c
m
程
度
（0.06/1000

）
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
精
度
は
当
時
の
水
盛
り
に
よ
る
測
量
値
の
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単
純
な
平
均
方
法
で
は
、
と
て
も
得
ら
れ
る
値
で
は
な
い
。
そ
の
精
度
に
驚
く
。
お
そ
ら
く
安
松
の
測
定
方

法
は
、
始
点
か
ら
再
び
観
測
の
始
点
に
戻
り
（
回
帰
）、
そ
の
時
に
出
る
全
体
誤
差
を
観
測
点
の
距
離
に
比

例
配
分
す
る
と
い
う
、
現
在
の
レ
ベ
ル
測
量
の
誤
差
修
正
に
似
た
よ
う
な
方
法
を
考
案
し
た
の
か
も
知
れ
な

い
と
思
う
の
で
あ
る
。

安
松
か
ら
様
々
な
測
量
技
術
を
伝
授
さ
れ
た
玉
川
兄
弟
は
誰
か
に
、（
あ
る
い
は
安
松
に
）
当
時
進
行

中
の
府
中
上
水
計
画
に
重
大
な
欠
陥
を
指
摘
さ
れ
た
。
そ
こ
で
玉
川
兄
弟
は
安
松
の
方
法
を
用
い
て
、
今
ま

で
の
測
量
値
を
再
測
量
し
、
そ
の
結
果
、
大
き
な
誤
差
に
気
づ
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
こ
に
少
な
く
と

も
何
ら
か
の
水
準
測
量
技
術
の
一
大
革
新
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

玉
川
兄
弟
は
府
中
か
ら
新
宿
四
谷
大
木
戸
ま
で
の
通
水
は
不
可
能
な
こ
と
が
わ
か
り
、
府
中
上
水
工
事

を
断
念
し
、
羽
村
か
ら
の
取
水
に
変
更
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
以
降
は
測
量
精
度
は
極
め
て
高
い
も
の
と

な
り
、
こ
の
こ
と
が
「
ひ
と
く
い
川
」
と
言
わ
れ
る
三
鷹
・
井
の
頭
の
難
関
地
形
に
水
路
を
開
く
こ
と
を
可

能
に
し
た
の
で
は
、
と
推
論
さ
れ
る
。

玉
川
上
水
の
奇
跡
は
、「
バ
イ
パ
ス
水
路
選
択
」
、「
川
縁
通
り
堤
築
立
て
工
法
」、
さ
ら
に
こ
れ
を
支
え

た
「
水
準
測
量
技
術
の
向
上
」
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
生
じ
た
と
考
え
る
と
、
こ
の
「
ひ
と
く
い
川
」
が
玉

川
上
水
の
中
で
、
も
っ
と
も
魅
力
的
な
散
策
路
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

（
＃
）
玉
川
上
水
の
建
設
者

安
松
金
右
衛
門

三
田
村
鳶
魚
著

昭
和17
年

（
＃
＃
）
満
之
覚

東
洋
文
庫N

o695

お
わ
り
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